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第２四半期（中間期）連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績動向を踏まえ、2026年２月 12日に公表した 2026年 12月期 第２四半期（中間期）の連結業績予想を下

記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026年 12月期 第２四半期（中間期）連結業績予想の修正（2026年１月１日～2026年６月 30 日） 

 売 上 収 益 営 業 利 益 税引前利益 

親会社の所有者

に 帰 属 す る 

中 間 利 益 

基 本 的 

１株当たり 

中 間 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（2026年２月12日発表予想） 

百万円 

10,400 

百万円 

1,100 

百万円 

1,050 

百万円 

700 

円 銭 

3.87 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 10,781 1,477 1,392 1,001 5.54 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） +381 +377 +342 +301 - 

増  減  率 （  ％  ） +3.7% +34.3% +32.6% +43.0% - 

（参考）前期第２四半期実績 

（2025年 12月期第２四半期） 
9,819 771 600 417 2.32 

（注）当社は、2026年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、基本的１株当たり中間利益を算定しております。 

 

２．修正の理由 

パッケージソフトをご利用中の自動車産業のお客様によるクラウドソフトへの切り替えが計画通りに進捗するな

か、非自動車産業のお客様向けのパッケージソフト販売が計画を超過しました。このほか、当社ソフトの操作端末で

あるパソコンを中心にハードウェア売上が堅調に推移したこともあり、売上収益は前回発表予想を上回る見込みとな

りました。また、生成 AIの積極的な活用により業務の内製化を推進したことから、事務委託費のほか広告宣伝や営

業活動にかかる費用についても計画を下回る見込みとなりました。 

これらの結果、第２四半期（中間期）の営業利益、税引前利益および親会社の所有者に帰属する中間利益とも、前

回発表予想を上回る見通しとなりました。 

なお、通期（2026年１月１日～2026年 12月 31日）の連結業績予想につきましては現在精査中であり、修正の必要

が生じた場合は速やかに公表いたします。 

 

※ 上記の業績予想は、本資料の発表日時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の

様々な要因により、予想数値と異なる場合があります。 

以上 


